
 

全国小中高PTA会長及びPTA役員有志の皆さまへ 

2020年4月12日 

 

「オンラインホームルーム計画」働きかけのお願い 

 

休校になって悶々としている子どもたちのために、クラス単位で毎朝、担任と子どもたち

がホームルームをオンラインで実施できるように、PTA主導で働きかけていきませんか。 

 

＜背景＞ 

・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、2/28から全国で一斉休校。4/8、7都府県に

緊急事態宣言が出されたことで、年度をまたいで引き続き休校となった学校多数。 

・毎日家に閉じこもっている子どもたちの心身の状態、孤立化が心配。 

・規則正しい生活と、先生やクラスメイトとの適切なコミュニケーションの必要性。 

・クラス替えに伴い、新担任と新クラスメイトの顔が見えないクラスも。 

・学校（特に公立校）は単校で動きにくい、PTA主導で自治体をこえて「面」で働きかけ

ていく必要性。 

 

＜取り組み案＞ 

・クラスごとにZoomルームを立ち上げて、先生と児童が毎朝20分でも良いので会話する

場を作る。 

・最低限、点呼と一人ひとりの体調確認（声を聴く）を行い、あとは先生にお任せする。 

・入れない子のためにZoomの録画機能を使いアーカイブ視聴してもらう（詳細後述）。 

・一方的な動画配信と異なるところは、先生やクラスメイトの顔が見え、声が聞こえると

ころにある。 

 

＜導入ステップ案＞ 

1．PTA本部から校長に本取り組みを提案。 

2．PTA本部から校長・教職員にZoomの使い方をレクチャー。 

3．（メール一斉配信などを利用して）ご家庭に周知。 

4．手を挙げてくださる先生のクラスからテスト導入（2～3クラス）。 

5．段階的に全クラスに広げていく。 

※慣れてきたらホームルームにとどまらずオンライン授業にも発展させていく。 

 

＜デジタル環境＞ 

・Zoomのアカウントは無料だと40分で100人まで接続可能。教育機関IDで取得すると4月

いっぱいはこの時間制限がなくなるキャンペーンを実施中。 

・パソコン、タブレットのみならず、スマートフォンがあれば接続可能なので、ほとんど

のご家庭をカバーできる。 

・通信機器がないご家庭や先生対策として、Googleが休校期間終了まで無料貸出（通信費



も負担）あり。 

http://services.google.com/fh/files/misc/japan_distance_learning.pdf 

横浜市の単Pで実際に30-40台学校に送り、希望者に配布した実績あり。 

（詳しく聞きたい方はつなぎますのでご連絡ください） 

・携帯3社が25歳以下のスマートフォン利用者のデータ通信料を一部無償化も。 

https://www.nikkei.com/article/DGXMZO57666150T00C20A4EA1000/ 

 

＜レクチャー＞ 

Zoomの使い方やオンライン授業のレクチャー 

・Google：遠隔でコミュニケーションと学習の方法をトレーニング 

http://services.google.com/fh/files/misc/japan_distance_learning.pdf 

・学校のオンライン授業導入について無料相談会 

https://www.alba-edu.org/lg-seminar-support/ 

 

＜各自治体での展開＞ 

・文京区20校は会長会で頭出しをし、数校のPTA会長から校長へのアポが順次進展。 

同区公立小ではPTA本部から校長以下教職員へのレクチャーが終了、段階的な導入を予定。別の小 

学校でも有志による接続確認を実施。  

・世田谷区の公立小のPTA本部からも問い合わせを受け説明。 

・江東区の公立小のPTA本部から校長に話がつながる。区P会長会に上がる。 

・川崎市にも公立小中PTA本部に働きかけの予定。 

・蕨市の市P連合会の会長LINEでも資料共有。 

・八王子市Pも検討開始。 

・越谷市の単Pでも本部と相談しながら学校に提案できるよう調整中。 

・日野市でも検討開始。 

・横浜市の単Pでも検討開始。 

・渋谷区はコミュニティスクール（学校運営協議会）に話つながる。 

＜学校での取り組み＞ 

・青森市の小中ではオンライン授業開始 

・群馬県では動画配信を予定 

 

以降、皆さんのお力で「面」で動いて拡大していきたいです（どんどん上記に追加してい

きたいです）。 

孤立してしまう子どもを一人でも減らし、先生方のご負担軽減のため、PTAとしてできる

ことを模索したいという思いです。 

 

＝協力＝ 

一般社団法人アルバ・エデュ代表理事 竹内明日香 info@alba-edu.org 

NPO法人ハピタ代表 加藤拓也 npohapita@gmail.com 

  



 

＜手段＞ 

・Zoom 

Zoomについての懸念が米国で指摘されたが、Zoomはその後対策を講じている。今のとこ

ろ可能人数や安定性を考えるとZoomかWebexが良いと思われる。 

参考：「Zoomを用いたオンライン講義を安全に進めるために」 東京大学情報基盤センタ

ー参考資料：http://ur2.link/SFIp 

参考： ビジネスインサイダー記事より各サービス比較 

 

・アーカイブ配信 

YouTubeの場合はレコメンド動画が（教育上懸念があるものも含め）横に表示されてしま

うので、クローズドな環境＋Vimeoも検討。Zoomの録画はMP4で保存されるため、MP4で

のデータ共有も視野。 

 

■参考   ご家庭への事前準備資料 例 

＜通信アプリZoomのダウンロード手順＞ 

 https://zoom.us/download 

↑こちらからダウンロードしてください。 

ダウンロードには数分かかりますので、余裕をもって作業をお願いします。 

＜保護者の方へ＞ 

・保護者の方もご参加いただき、お子様をサポートいただいて構いません。 

・パソコン、スマホ、タブレットの画面に集中できるよう、気になるものが周囲にないよ

うにしてあげてください。 

・小さいお子様の場合は途中で集中力がなくなってしまい、立ち歩いてしまう可能性があ

ります。その場合でも耳は聞いていたりしますので、音量を大にして聞かせてあげてくだ

さい。タイミングを見てまた自然に戻れるよう促してあげてください。 

以 上 


